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オープンアクセス論文を探す・公開する
＞論文掲載料(APC)の補助・免除・割引



本日の報告内容

•APCの案内Webサイトについて
Webサイト紹介
目的
作成までの経緯

•Webサイト以外の広報手段
•Webサイトの活用状況
•課題と今後に向けて



慶應義塾大学リサーチナビ
• LibGuidesを利用して各種ガイドを作成



オープンアクセス論文を探す・公開する
＞論文掲載料(APC)の補助・免除・割引



オープンアクセス・論文を公開する

2019公開

2020公開

2018～
段階的に
公開 2020統合



「論文掲載料(APC)の補助・免除・割引」
作成の目的

APCの補助・免除・割引に関する情報の一本化
全キャンパスで利用できる＝広く広報できる
利用者や他部署からの問い合わせに対応できる
スタッフの確認用としても活用できる
他部署との連携

→キャンパスごとに行っていたAPC案内をまとめて
2019年に一本化。

→2020年に他のメニューも統合し、現在のサイト
「オープンアクセス・論文を公開する」の形へ。



「論文掲載料(APC)の補助・免除・割引」
作成までの経緯
(本学メディアセンターにおけるAPCの案内)

•2013 RSCバウチャー発行プログラム（理工）
•2013-2016 Springer(2013-2016.5), AAAS(2015-), 
ACS(2016-)

•2019 APCの補助・免除に関する情報を一本化
•2020 CUP Read&Publish契約
他のメニューも統合して現在のサイトの形へ
Webサイト以外の手段も用いて広く広報

•2022 Elsevier購読+Gold OA契約



その他の広報手段
• Webサイト（ニュース、バナー）
• ポスター（日・英）
• 関係者へのメール
• 学内サイト(keio.jp)にて

対象者へのお知らせ表示



「オープンアクセス・論文を公開する」
作成の効果：利用者

•利用者の目に触れる機会が増えた？
•利用者からは高評価。
•OA関係の情報を一本化することで、これまで馴
染みのなかった利用者にも情報が伝わることを
期待。



「オープンアクセス・論文を公開する」
作成の効果：スタッフ

•情報が一本化され、利用者への案内が楽になった。
•他部署との連携がしやすくなった。
•メンテナンスが楽になった。
•ブラッシュアップしやすい（皆が見るため）。
•スタッフの確認ツールとしても活用。



課題と今後に向けて

•他部署との連携
•OAやAPCに関する情報（動向）の共有
情報を届けるべき人に、必要な情報を漏れな
く提供できるような広報
案内Webサイトの可視性、認知度


